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日光神社 祭祀実行委員会

市議会
Ｑ
　「
日
光
神
社
　
祭
祀
実
行
委
員
会
」
は
、

ど
の
よ
う
な
団
体
で
す
か
。

Ａ　

総
代
と
連
携
し
、
日
光
神
社
の
祭
禮

等
の
行
事
企
画
運
営
を
行
う
有
志
団

体
で
す
。

Ｑ
　
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

Ａ　

主
に
夏
季
禮
大
祭
の
企
画
運
営
と
、

禮
大
祭
前
の
夏
休
み
期
間
中
に
子
供

を
中
心
と
し
た
神
社
境
内
で
の
ラ
ジ

オ
体
操
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
つ
く
ば
み
ら
い
市
筒
戸
の
日

光
神
社
で
活
動
さ
れ
て
い
る
「
日
光
神

社 

祭
祀
実
行
委
員
会
」
代
表
の
江え

崎さ
き

さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ラジオ体操宮出し

祭祀実行委員会
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Ｑ
　
い
つ
頃
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
現
在
活
動
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー

は
何
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

Ａ　

活
動
開
始
は
平
成
30
年
か
ら
で
、
現

在
の
メ
ン
バ
ー
は
10
名
で
す
。

Ｑ
　
活
動
す
る
う
え
で
の
課
題
な
ど
は
ど

の
よ
う
な
事
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

現
在
、
仮
の
道
路
で
神
輿
の
渡
御
を

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
数
年
後
に
は

開
通
の
見
込
み
だ
そ
う
で
す
。
ど
の

よ
う
に
安
全
を
確
保
し
子
供
達
の
渡

御
を
遂
行
さ
せ
る
べ
き
か
が
課
題
の

ひ
と
つ
で
す
。

Ｑ
　
今
後
に
向
け
た
抱
負
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Ａ　

子
供
達
の
成
長
と
、
氏
子
の
皆
様
や

多
く
の
参
加
者
の
無
病
息
災
を
願
い

平
和
な
日
々
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
、

さ
ら
に
子
供
達
の
夏
の
思
い
出
の
一

ペ
ー
ジ
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
と

願
っ
て
い
ま
す
。

筒戸地区の子供達

　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
取
材
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
取
材
者　

中
島
督
仁
・
前
嶋
竜
乃
介
）
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つ
く
ば
み
ら
い
市
の

　
　
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

　
●
第
３
回
定
例
会
で
審
議
し
た
案
件

　
　
市
長
提
出
案
件	

28
件

　
　
陳
情	

１
件

	

計
29
件

第
３
回
定
例
会　
９
月
１
日
〜
９
月
24
日

	

（
24
日
間
）

議
案
審
議

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
、

令
和
６
年
度
決
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

ここに注目
　

今
定
例
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
認
定
第
１
号
か
ら
認
定
第
６
号
、
議
案
第
49
号
及
び

議
案
第
50
号
に
つ
い
て
、
９
月
10
日
、
11
日
及
び
12
日
の
3
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
、

慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

◎
令
和
6
年
度
の
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
額
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一般会計
歳入決算額 319億8,083万4,768円
歳出決算額 314億1,338万7,262円

国民健康保険特別会計
歳入決算額 43億7,107万554円
歳出決算額 43億3,827万5,280円

後期高齢者医療特別会計
歳入決算額 8億52万7,226円
歳出決算額 7億9,550万8,587円

介護保険特別会計
歳入決算額 42億8,052万7,854円
歳出決算額 39億9,578万3,366円

水道事業会計

収益的収入 15億9,195万5,621円
収益的支出 15億177万5,994円
資本的収入 6億279万3,200円
資本的支出 10億6,148万1,473円

下水道事業会計
（公共下水道）

収益的収入 18億2,922万5,138円
収益的支出 14億6,791万9,511円
資本的収入 9億6,010万3,718円
資本的支出 13億9,807万8,401円

水道事業会計剰余金の処分
当年度未処分利益剰余金 8,692万8,929円

下水道事業会計剰余金の処分
当年度未処分利益剰余金 5億9,784万1,430円

※水道事業会計及び下水道事業会計の資本的収支の不足分は、積立金などで補てんしました。
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Pick up1

Pick up2

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

議
会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
、
次
の
方
を
適

任
と
認
め
ま
し
た
。

　

絹
の
台　

赤あ
か

木ぎ　

洋よ
う

子こ 

（
再
任
）

　

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
議
会
の
同
意
を
求
め
ら
れ
、
次
の
方
の

委
嘱
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

青
古
新
田　

稲い
な

葉ば　

芳よ
し
ひ
ろ弘 

（
新
任
）

　

筒
戸　
　
　

坂さ
か

田た　

清さ
や
か 　

（
再
任
）

　

板
橋　
　
　

張は
り
が
い谷　

昌ま
さ
ひ
こ彦 

（
新
任
）

　

絹
の
台　
　

北き
た
が
わ川　

繁し
げ
る 　

（
新
任
）

　

上
平
柳　
　

間ま

宮み
や　

正ま
さ
た
か孝 

（
新
任
）

諮
問
第
３
号

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

同
意
第
13
号
～
同
意
第
17
号

　

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
委
嘱
に

つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

政
治
倫
理
審
査
会
委
員

の
委
嘱
に
つ
い
て

　
今
定
例
会
中
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
教
育
民
生

常
任
委
員
会
の
委
員
長
職
及
び
議
会
運
営
委
員
会
の

委
員
の
辞
任
願
が
中
山
治
委
員
よ
り
提
出
さ
れ
、
委

員
会
等
で
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
辞
任
が
許
可
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
お
い
て
委

員
長
等
の
互
選
が
行
わ
れ
、
委
員
長
に
守
谷
智
明
委

員
、
副
委
員
長
に
前
嶋
竜
乃
介
委
員
が
就
任
し
ま
し

た
。
ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
に
つ
い
て
は
、

守
谷
智
明
議
員
が
議
長
の
指
名
に
よ
り
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

※
変
更
の
あ
っ
た
委
員
は
太
字
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

▪
委
員
長

　
　
守
谷　
智
明

▪
副
委
員
長

　
　
前
嶋　
竜
乃
介

▪
委
員

　
　
直
井　
誠
巳

　
　
中
山　
治

　
　
本
間　
真
由
美

　
　
マ
ク
キ
ム　
洋
子

▪
委
員
長

　
　
伊
藤　
正
実

▪
副
委
員
長

　
　
本
間　
真
由
美

▪
委
員

　
　
豊
島　
葵

　
　
古
川　
よ
し
枝

　
　
直
井　
誠
巳

　
　
髙
木　
寛
房

　
　
守
谷　
智
明

　
　
小
林　
芳
子

　
　
飯
村　
裕
一

議
会
構
成
の
変
更
に
つ
い
て

教
育
民
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
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令和７年第３回定例会　議決一覧表令和７年第３回定例会　議決一覧表

議案番号 議　案　名 結　果

報告第 7 号 健全化判断比率等の報告について 報　告

報告第 8 号 令和６年度つくばみらい市一般会計継続費精算報告書について 報　告

報告第 9 号 令和６年度つくばみらい市水道事業会計継続費精算報告書について 報　告

諮問第 3 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適　任

同意第 13号 政治倫理審査会委員の委嘱について 同　意

同意第 14号 政治倫理審査会委員の委嘱について 同　意

同意第 15号 政治倫理審査会委員の委嘱について 同　意

同意第 16号 政治倫理審査会委員の委嘱について 同　意

同意第 17号 政治倫理審査会委員の委嘱について 同　意

議案第 46号 つくばみらい市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 原案可決

議案第 47号 つくばみらい市総合福祉施設きらくやまふれあいの丘条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 48号 つくばみらい市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 49号 令和６年度つくばみらい市水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

議案第 50号 令和６年度つくばみらい市下水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

議案第 51号 市道路線の変更について 原案可決

議案第 52号 市道路線の認定について 原案可決

議案第 53号 令和７年度つくばみらい市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第 54号 令和７年度つくばみらい市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 55号 令和７年度つくばみらい市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 56号 令和７年度つくばみらい市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 57号 令和７年度つくばみらい市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 58号 令和７年度つくばみらい市一般会計補正予算（第５号） 原案可決
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番号 請願・陳情名 結　　果

陳情第 3 号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意
見書採択を求める陳情 回　付

議
案
第
46
号
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

【
反
対
討
論
】　
古
川 

よ
し
枝 

議
員

認
定
第
１
号
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
令
和
６
年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市
一
般
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】　
古
川 

よ
し
枝 

議
員

【
賛
成
討
論
】　
伊
藤 

正
実 

議
員

認
定
第
３
号
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
令
和
６
年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】　
古
川 

よ
し
枝 

議
員

【
賛
成
討
論
】　
守
谷 

智
明 

議
員

認
定
第
４
号
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
令
和
６
年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】　
古
川 

よ
し
枝 
議
員

【
賛
成
討
論
】　
守
谷 

智
明 
議
員 第

３
回
定
例
会

討

論

議案番号 議　案　名 結　果

認定第 1 号 令和６年度つくばみらい市一般会計決算認定について 認　定

認定第 2 号 令和６年度つくばみらい市国民健康保険特別会計決算認定について 認　定

認定第 3 号 令和６年度つくばみらい市後期高齢者医療特別会計決算認定について 認　定

認定第 4 号 令和６年度つくばみらい市介護保険特別会計決算認定について 認　定

認定第 5 号 令和６年度つくばみらい市水道事業会計決算認定について 認　定

認定第 6 号 令和６年度つくばみらい市下水道事業会計決算認定について 認　定

R

市
議
会
の

市
議
会
の

傍
聴
に
つ
い
て

傍
聴
に
つ
い
て

　

議
会
は
、
特
別
な
場
合
を

除
き
、
だ
れ
で
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

傍
聴
は
、
先
着
順
で
受
付

票
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を

記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

傍
聴
席
に
入
場
で
き
ま
す
。

　

議
場
の
構
造
上
、
議
会
映

像
配
信
（
ラ
イ
ブ
配
信
・
録

画
配
信
）
に
お
い
て
、
傍
聴

席
が
映
り
込
む
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
お
願
い
し

ま
す
。

傍
聴
者
の
守
る
べ
き

事
項
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
願

い
ま
す
。
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皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生

活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
質
問
は
、
議
員
本
人
が
概
ね
２
０
０
字
を
目

安
に
要
約
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

質
問
議
員
11
人　
　
質
問
22
項
目

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
っ
て
い

た
だ
く
と
、
各
議
員
の
一
般

質
問
の
様
子
が
動
画
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
古
川
議
員

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
強
行
で
、
健
康
保

険
証
を
廃
止
以
降
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
被
保
険
者
の
保
険
情
報
を
確
認
す
る

証
明
書
は
、
資
格
確
認
書
、
Ａ
４
版
の

資
格
情
報
の
通
知
書
な
ど
少
な
く
と
も

９
種
類
も
混
在
し
て
い
る
。
混
乱
を
避

け
る
た
め
世
田
谷
区
で
は
後
期
高
齢
者

医
療
と
同
様
、
全
て
の
国
保
被
保
険
者

に
資
格
確
認
書
を
発
行
し
た
。
本
市
の

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
登
録
者
・
利
用
率
、

資
格
確
認
書
の
発
行
数
に
つ
い
て
問
う
。

ま
た
、
市
の
窓
口
に
は
ど
ん
な
相
談
や

問
い
合
わ
せ
が
あ
る
の
か
。

●
保
健
福
祉
部
長

　

令
和
７
年
６
月
１
日
現
在
、
本
市

の
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
数
は
８
，

８
１
３
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
マ
イ
ナ

保
険
証
の
登
録
者
数
は
５
，
９
１
１
人

で
、登
録
率
は
67・07
％
と
な
っ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
45・10
％
で
、

全
国
平
均
を
８
・
73
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ

て
い
る
。資
格
確
認
書
の
交
付
人
数
は
、

国
保
へ
の
新
規
加
入
及
び
再
交
付
等
を

含
め
、
令
和
７
年
８
月
31
日
現
在
で
４
，

７
４
９
人
で
あ
る
。

　
市
へ
の
相
談
や
問
い
合
わ
せ
に
つ
い

て
は
、
市
民
か
ら
は
、
同
一
世
帯
で
国

保
に
加
入
し
て
い
る
が
、
資
格
確
認
書

と
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
が
同
封
さ
れ

て
来
た
こ
と
へ
の
理
由
や
、
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
と
は
何
か
等
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
る
。
ま
た
医
療
機
関
か
ら
は
、

患
者
の
加
入
状
況
や
負
担
割
合
等
の
資

格
情
報
の
確
認
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
５
歳
児
健
診
の
実
施
に
つ
い
て

　
☆
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
エ

ア
コ
ン
購
入
設
置
費
・
電
気
料
金

の
助
成
に
つ
い
て

古川　よし枝

健
康
保
険
証
か
ら
マ
イ
ナ
保
険
証
へ

の
一
本
化
に
つ
い
て
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小林　芳子

停
電
時
の
避
難
所
開
設
と
避
難
所
の
空
調
設

備
の
整
備
状
況
、今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

飯村　裕一

温
暖
化
に
伴
う
異
常
気
象
に
対
応
す
る
た
め
の

本
市
の
コ
メ
作
り
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て

●
飯
村
議
員

　
温
暖
化
に
伴
う
異
常
気
象
は
今
後
も

毎
年
続
く
と
考
え
ら
れ
る
中
で
、
米
の

「
高
温
耐
性
品
種
」
も
10
年
間
で
約
３

倍
に
増
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
お
米

を
安
定
価
格
で
供
給
す
る
と
い
う
の
は
、

米
流
通
拠
点
の
整
備
も
進
め
て
い
く
中

で
、「
稼
ぐ
自
治
体
」
と
し
て
の
存
在
感

を
示
す
た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な
異
常

気
象
か
ら
お
米
作
り
を
支
え
て
い
く
事

は
、
本
市
の
重
要
課
題
で
も
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
、
今
後
、
行
政
と
し
て
は
、

お
米
作
り
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く

の
か
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

●
市
民
経
済
部
長

　
地
球
温
暖
化
に
対
し
適
切
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
で
、
そ
の
影
響
を
抑
え
、

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
す

た
め
に
は
、
儲
か
る
農
業
の
実
現
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
、

み
ら
い
型
農
業
事
業
の
一
環
と
し
て
、

市
が
主
体
と
な
っ
て
生
産
者
に
対
し
、

高
温
耐
性
品
種
へ
の
転
換
を
支
援
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

品
種
転
換
を
促
進
で
き
る
よ
う
な
施
策

を
検
討
し
て
い
る
。

　
令
和
９
年
度
に
供
用
開
始
を
予
定
し

て
い
る
米
流
通
拠
点
の
運
営
事
業
者
に

つ
い
て
も
、
今
後
実
施
を
予
定
し
て
い

る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
お
い
て
、
豊
富
な

知
識
や
経
験
を
有
し
て
い
る
事
業
者
を

選
定
す
る
こ
と
で
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
高
温
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
と
都
心
部・

臨
海
地
域
地
下
鉄
の
接
続
事
業
化

促
進
期
成
同
盟
会
の
設
立
に
つ
い

て

●
小
林
議
員

　

８
月
上
旬
に
発
生
し
た
停
電
で
は
、

猛
暑
の
中
で
室
温
が
急
上
昇
し
た
。
夏

場
の
停
電
は
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高

ま
り
、
特
に
健
康
上
に
不
安
を
抱
え
る

方
に
と
っ
て
は
命
に
関
わ
る
状
況
と
な

る
可
能
性
が
高
い
と
感
じ
た
。
そ
こ
で
、

停
電
時
に
も
災
害
時
と
同
様
に
避
難
所

を
開
設
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
の
所
見
を
伺
う
。
ま
た
指
定
避
難
所

で
あ
る
小
中
学
校
の
体
育
館
や
、
武
道

場
の
空
調
整
備
の
見
通
し
と
、
今
年
度
、

空
調
設
備
設
置
工
事
に
係
る
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
中
学
校
の
体
育
館
の
空

調
整
備
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

●
総
務
部
長

　
夏
期
の
停
電
時
に
お
い
て
は
、
大
規

模
停
電
や
大
規
模
通
信
障
害
等
が
発
生

し
、
住
民
の
生
活
に
重
大
な
影
響
を
与

え
る
場
合
や
、
多
数
の
住
民
の
生
命
に

危
険
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
、
か
つ
、

一
定
地
域
の
多
数
の
方
が
継
続
し
て
避

難
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
状
況
と

な
っ
た
場
合
に
、
災
害
時
と
同
様
に
避

難
所
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

　
ま
た
、
停
電
が
長
時
間
続
く
場
合
は
、

一
時
待
避
所
と
し
て
施
設
を
開
放
す
る

こ
と
も
含
め
調
査
研
究
を
進
め
る
。

●
教
育
部
長

　
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
実
施
設
計
を
進
め
て

お
り
、
令
和
９
年
度
の
稼
働
を
目
指
し

て
い
る
。
小
学
校
体
育
館
や
武
道
場
へ

の
空
調
設
備
設
置
に
つ
い
て
は
、
施
設

毎
の
老
朽
度
合
い
や
構
造
的
な
違
い
も

あ
る
た
め
、
優
先
的
に
整
備
す
る
必
要

性
等
を
考
慮
し
、
順
次
対
応
し
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
小
中
学
校
の
水
泳
授
業
の
在
り
方

と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

　
☆
暑
さ
対
策
と
経
済
的
支
援
を
両
立

し
た
、
ラ
ン
ド
セ
ル
等
の
無
償
配

布
や
補
助
制
度
に
つ
い
て
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吉田　稔之

マ
ダ
ニ
感
染
症（
重
症
熱
性
血
小
板
減
少

症
候
群
：
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）の
対
策
に
つ
い
て

松本　譲二

職
員
の
育
成
と
職
場
環
境
の
整
備
に

つ
い
て

●
吉
田
議
員

　
マ
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
感
染
症
（
Ｓ
Ｆ

Ｔ
Ｓ
）
は
、
平
成
25
年
に
国
内
で
初
め

て
報
告
さ
れ
て
以
降
、
西
日
本
を
中
心

に
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
今

年
は
北
海
道
や
関
東
、
中
部
地
方
で
も

確
認
さ
れ
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
10
年
間
の
全
国
の
感
染

者
数
の
推
移
や
本
県
の
感
染
状
況
を
伺

う
。
ま
た
、
マ
ダ
ニ
の
生
息
分
布
調
査

や
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
の
保
毒
虫
調
査
の
実
施
と

併
せ
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者
や

ペ
ッ
ト
を
飼
う
方
に
対
し
、
的
確
な
周

知
が
大
切
で
あ
る
が
、
市
の
考
え
を
伺

う
。

●
保
健
福
祉
部
長

　
平
成
25
年
３
月
か
ら
令
和
７
年
８
月

末
ま
で
に
届
出
が
あ
っ
た
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
の

件
数
は
全
国
で
１
，
２
０
８
件
と
な
り
、

年
ご
と
の
届
出
件
数
は
増
加
し
て
い
る
。

県
内
で
は
今
年
８
月
に
初
め
て
患
者
が

報
告
さ
れ
、
８
月
末
現
在
で
２
件
の
発

生
と
な
っ
て
い
る
。

　
マ
ダ
ニ
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
専

門
的
環
境
が
必
要
で
、
市
で
実
施
す
る

こ
と
は
難
し
い
た
め
、
県
の
調
査
結
果

が
公
表
さ
れ
次
第
速
や
か
に
周
知
し
、

地
域
ご
と
の
状
況
に
つ
い
て
可
能
な
範

囲
で
の
情
報
提
供
を
県
へ
要
望
す
る
。

　
本
市
で
は
、
県
内
初
の
患
者
発
生
を

受
け
、
市
Ｈ
Ｐ
で
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
よ
り
具
体
的
か
つ
分
か
り
や
す

い
情
報
を
掲
載
し
、
ま
た
、
広
報
紙
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
の

集
ま
る
場
所
や
狂
犬
病
集
合
注
射
の
場
、

動
物
病
院
等
で
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
注

意
喚
起
を
強
化
し
て
い
く
。

●
松
本
議
員

　
執
行
部
職
員
は
、
部
署
に
よ
っ
て
は

恒
常
的
に
長
時
間
勤
務
を
行
う
な
ど
、

市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
の
構
築
に
向
け
、
日
々
業
務
を
遂

行
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

国
が
示
す
「
人
材
育
成
・
確
保
基
本
方

針
策
定
指
針
」
を
踏
ま
え
、
職
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
形
成
支
援
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
、
柔
軟

な
勤
務
制
度
の
導
入
等
、
職
員
の
健
康

保
持
や
安
心
し
て
業
務
を
遂
行
す
る
た

め
に
求
め
ら
れ
て
い
る
職
場
づ
く
り
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

●
総
務
部
長

　
本
市
で
は
、
外
部
機
関
へ
の
派
遣
や

研
修
を
通
じ
て
職
員
の
資
質
向
上
と
専

門
性
強
化
を
図
り
、
ま
た
そ
の
実
務
経

験
に
応
じ
た
人
事
配
置
や
、
公
平
性
を

確
保
し
た
人
事
評
価
制
度
を
活
用
し
職

員
の
成
長
と
組
織
力
向
上
を
目
指
し
た

人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
職
場
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
育

児
休
業
等
取
得
職
員
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
臨
時
的
な
職
員
応
援
制
度
の
活
用

や
、
経
験
豊
富
な
会
計
年
度
任
用
職
員

を
雇
用
す
る
こ
と
で
業
務
継
続
性
を
確

保
し
負
担
軽
減
を
図
る
ほ
か
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
支
援
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
従
来
の
慣
行
や
先
例
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
職
員
自
ら
が
積
極

的
な
問
題
提
起
や
業
務
改
善
の
提
案
を

行
う
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。

　
今
後
も
様
々
な
取
組
を
通
じ
て
、
誰

も
が
意
欲
と
誇
り
を
持
っ
て
働
け
る
職

場
環
境
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。
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中島　督仁

防
災
・
災
害
対
策
に
関
す
る
市
の
姿

勢
、体
制
の
整
備
に
つ
い
て

本間　真由美

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
状
況
と

入
級
対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て

●
本
間
議
員

　
核
家
族
化
や
共
働
き
世
帯
が
増
加
し
、

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
者
が
増
加
し
て
い

る
。児
童
ク
ラ
ブ
数
は
充
足
し
て
い
る

の
か
、
現
在
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。次
に
、
本
市
の
児
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
条
件
に
つ
い
て
、
母
親

の
産
前
産
後
休
業
期
間
で
の
利
用
は
認

め
ら
れ
て
い
る
が
、
育
児
休
業
期
間
中

は
利
用
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
理
由
と
、

今
後
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
級
対
象
者
の

拡
大
に
つ
い
て
、市
の
見
解
を
伺
う
。

●
教
育
部
長

　
現
在
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
を
希
望

す
る
入
級
対
象
者
は
す
べ
て
受
入
を

行
っ
て
お
り
、
待
機
児
童
は
発
生
し
て

い
な
い
。

　
産
前
産
後
休
業
期
間
中
は
、「
労
働
基

準
法
」
で
定
め
ら
れ
て
い
る
出
産
に
伴

う
母
体
の
保
護
を
目
的
と
し
た
休
業
期

間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
児
童
ク
ラ
ブ
で

の
受
入
を
行
っ
て
お
り
、
育
児
休
業
期

間
中
は
、「
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育

児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福

祉
に
関
す
る
法
律
」
で
定
め
ら
れ
て
い

る
子
の
養
育
を
目
的
と
し
た
休
業
期
間

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
が
昼
間
不

在
と
な
る
家
庭
を
対
象
と
し
た
事
業
で

あ
る
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
受
入
を
行
っ
て

い
な
い
。

　

入
級
対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

根
拠
と
す
る
法
令
の
主
旨
か
ら
も
制
約

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
自
治
体
の
事

例
や
取
組
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
調
査

研
究
を
進
め
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
事
業
に
つ
い
て

●
中
島
議
員

  

日
本
は
、
世
界
有
数
の
自
然
災
害
多

発
国
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
小
貝

川
・
鬼
怒
川
等
の
一
級
河
川
が
流
れ
て

い
る
。
出
水
期
で
は
洪
水
災
害
発
生
の

リ
ス
ク
が
あ
る
低
地
部
へ
の
備
え
が
極

め
て
重
要
と
考
え
る
が
、
地
域
防
災
計

画
で
整
備
さ
れ
て
い
る
風
水
害
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

　
次
に
、
本
市
の
避
難
所
の
収
容
能
力

と
備
蓄
状
況
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
や

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
、
避
難
所
生
活
に
お
け
る
環
境
改
善

が
必
要
と
考
え
る
が
、
ペ
ッ
ト
の
避
難

所
やW

i-Fi

の
整
備
は
実
施
し
て
い
る

の
か
市
の
見
解
を
伺
う
。

●
総
務
部
長

　
本
市
の
地
域
防
災
計
画
で
は
、
風
水

害
へ
の
対
応
方
針
と
し
て
、
国
・
県
の

方
針
や
気
象
庁
等
の
防
災
情
報
を
基
に
、

警
戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
避
難
行
動
や
避

難
所
開
設
基
準
を
明
確
化
し
、
水
防
活

動
や
情
報
伝
達
体
制
を
定
め
て
い
る
。

今
後
、
国
や
県
の
計
画
改
定
を
踏
ま
え

適
宜
改
定
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
本
市
で
は
、
避
難
所
は
35
か
所
指
定
さ

れ
て
お
り
、
想
定
避
難
者
数
２
，
４
０
０

人
に
対
し
２
，
８
６
６
人
が
収
容
可
能
で

あ
る
。在
宅
避
難
等
を
含
め
た
４
，０
０
０

人
に
対
し
３
日
分
を
目
安
に
備
蓄
を
進

め
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し
た
食
料
も

備
蓄
し
て
い
る
。ま
た
、
感
染
症
対
策
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
の
た
め
の
テ
ン
ト

を
各
避
難
所
に
設
置
し
て
お
り
、
ペ
ッ

ト
同
伴
避
難
所
と
し
て
は
市
総
合
運
動

公
園
研
修
道
場
の
開
設
を
想
定
し
て
い

る
ほ
か
、
多
く
の
避
難
所
で
はW

i-Fi

の

使
用
が
可
能
で
あ
る
。
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岡本　昌弘

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
防
災
対
策
の
推
進

に
つ
い
て

マクキム 洋子

町
田
教
育
長
再
任
に
よ
る
、
今
後
の

教
育
へ
の
取
組
や
展
望
に
つ
い
て

●
岡
本
議
員

　
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
防
災
と
は
、
防
災

に
特
化
し
た
特
別
な
備
蓄
品
を
用
意
す

る
の
で
は
な
く
、
日
常
的
に
使
っ
て
い

る
も
の
を
災
害
時
に
も
役
立
て
る
と
い

う
考
え
方
で
、
日
常
時
と
災
害
時
の
境

界
を
取
り
払
い
、
普
段
か
ら
使
っ
て
い

る
も
の
を
災
害
時
に
も
役
立
て
る
「
備

え
な
い
防
災
」
の
考
え
方
で
あ
る
。

　
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
防
災
の
考
え
方
を

市
民
に
啓
発
す
る
こ
と
や
、
ま
ち
づ
く

り
に
も
生
か
せ
る
と
思
う
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

●
総
務
部
長

　
本
市
で
は
一
例
と
し
て
、
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
「
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
方
式
」
を
市
の
洪
水・

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
掲
載

し
、
防
災
訓
練
等
で
も
周
知
し
て
い
る
。

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
商
品
を
展
示
・
体
験

し
て
も
ら
う
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
防
災
訓
練
や
イ
ベ
ン
ト
等
で

の
紹
介
、
防
災
ア
プ
リ
や
広
報
紙
を
活

用
し
た
周
知
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
ま
た
、防
災
の
観
点
か
ら
も
、フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方
を
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
す
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
平
常
時
の
活
用
と
災
害
時
の

支
援
体
制
を
兼
ね
備
え
た
施
設
運
用
を

進
め
て
い
る
。
今
後
も
、
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
災
害
へ
の
備
え
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
災
害
時
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
・
ラ
ン

ド
リ
ー
カ
ー
の
活
用
に
つ
い
て

●
マ
ク
キ
ム
議
員

　
令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
に
て
、
町

田
幸
子
教
育
長
が
再
び
任
命
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
本
市
の
教
育
行
政
を
代
表
す

る
立
場
に
お
ら
れ
る
町
田
教
育
長
の
教

育
行
政
及
び
方
針
を
伺
う
。

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
初
の
女
性
教
育
長

と
な
ら
れ
た
令
和
４
年
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
猛
威
を
振
る
い
、

世
界
は
コ
ロ
ナ
と
共
生
す
る
方
向
へ
と

舵
を
切
り
、
教
育
環
境
に
お
い
て
難
し

い
状
況
下
に
置
か
れ
た
中
、
本
市
の
教

育
施
策
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
成
果
及

び
現
状
と
課
題
、
そ
し
て
今
後
の
取
組

や
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

●
教
育
長

　
本
市
の
教
育
理
念
で
あ
る
「Realize 

your dream

～
世
界
に
羽
ば
た
け
～
」

を
基
本
と
し
て
、
子
ど
も
も
大
人
も
夢

を
描
い
て
人
生
を
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
の
多
く
の
関
係
者

の
皆
さ
ま
と
共
に
本
市
の
教
育
の
発
展

の
た
め
に
力
を
注
い
で
参
り
た
い
。

　
教
育
長
に
就
任
し
て
か
ら
の
教
育
施

策
の
成
果
と
し
て
は
、「
み
ら
い
型
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
導
入
と
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
日
常
的
な
活
用
、
総
合
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
所
、
ま
た
今
年
度

か
ら
の
市
内
全
小
中
学
校
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
課
題
も
残
る
た
め
、
引
き
続
き

解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　
今
後
の
主
な
取
組
と
し
て
は
、
新
設

中
学
校
の
開
校
準
備
と
小
張
小
学
校
に

お
け
る
英
語
教
育
推
進
校
の
開
校
準
備

で
あ
る
。

　

今
後
も
教
育
全
体
の
充
実
を
図
り
、

一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
設
置

事
業
に
つ
い
て

　
☆
守
谷
・
小
絹
線
道
路
の
整
備
事
業

に
つ
い
て
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伊藤　正実

道
路
・
公
園
・
防
犯
灯
な
ど
の
異
常

通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

直井　高宏

今
年
度
導
入
し
た
公
共
施
設
包
括
管

理
事
業
の
効
果
に
つ
い
て

●
伊
藤
議
員

　
「
道
路
・
公
園
・
防
犯
灯
な
ど
の
異

常
通
報
シ
ス
テ
ム
」
は
、
非
常
に
評
価

で
き
る
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
継
続
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
運
用
方
法
に
つ
い
て
も
う
少

し
使
い
勝
手
が
良
い
も
の
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
声
も
あ
り
、
市
の
考
え
を
伺

う
も
の
で
あ
る
。
選
択
ボ
タ
ン
の
設
定
、

コ
メ
ン
ト
欄
の
統
一
、
通
報
者
に
対
し

て
の
対
応
を
伺
う
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ

保
全
・
市
民
参
加
型
の
手
法
を
積
極
的

に
導
入
、
推
進
し
て
い
く
べ
き
と
提
案

す
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

●
市
長
公
室
長

　

選
択
ボ
タ
ン
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
報
告
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
該
当
し
な

い
内
容
も
通
報
で
き
る
よ
う
、
早
急
に

対
応
し
た
い
。
ま
た
、
状
況
を
分
か
り

や
す
く
す
る
よ
う
、
対
応
状
況
の
表
記

ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
を
進

め
て
い
る
ほ
か
、
信
頼
関
係
の
構
築
や

満
足
度
向
上
を
図
る
た
め
、
今
後
は
通

報
者
へ
対
応
状
況
等
の
個
別
連
絡
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

●
都
市
建
設
部
長

　
市
民
参
加
型
の
イ
ン
フ
ラ
保
全
に
つ

い
て
は
、
迅
速
な
異
常
把
握
、
市
民
参

加
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
維
持

管
理
コ
ス
ト
の
効
率
化
等
が
効
果
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
異
常
通

報
シ
ス
テ
ム
の
発
展
形
と
し
て
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
課
題
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
他
自
治
体
の
取
組
等
十
分
に
調

査
研
究
の
う
え
、
本
市
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
形
で
導
入
で
き
る
か
検
討
し
て

い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
☆
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
広
告
に
よ

る
増
収
に
つ
い
て

●
直
井
高
宏
議
員

　
公
共
施
設
管
理
に
係
る
業
務
の
事
務

負
担
を
軽
減
し
、
専
門
の
知
識
と
経
験

を
有
す
る
業
者
に
よ
る
適
正
な
管
理
を

目
的
と
し
た
「
公
共
施
設
包
括
管
理
事

業
」
が
導
入
さ
れ
て
半
年
が
経
過
し
た

が
そ
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。
こ
れ
ま

で
維
持
管
理
を
担
当
し
て
い
た
各
部
署

の
業
務
の
負
担
量
は
ど
う
な
っ
た
の

か
、
逆
に
55
の
施
設
を
管
理
す
る
こ
と

と
な
っ
た
財
政
課
職
員
の
負
担
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、
な
か
な
か
明
確
な

数
字
と
し
て
は
現
れ
な
い
か
も
知
れ
な

い
が
予
算
削
減
と
い
う
点
で
の
効
果
は

出
て
い
る
の
か
な
ど
を
伺
う
。

●
総
務
部
長

　
包
括
管
理
事
業
に
よ
っ
て
、
各
施
設

担
当
者
か
ら
は
大
幅
に
業
務
量
が
減
少

し
導
入
の
効
果
を
感
じ
ら
れ
た
と
い
う

声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
財
政

課
で
は
、
庁
舎
管
理
の
多
く
の
部
分
を

包
括
管
理
事
業
へ
移
行
し
管
財
係
の
業

務
が
減
っ
た
こ
と
で
、
新
設
し
た
「
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
係
」
に
1
人
を
配
属

し
、
委
託
事
業
者
と
連
携
し
て
55
施
設

の
維
持
管
理
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い

る
。

　
包
括
的
に
管
理
す
る
こ
と
で
、
ま
と

め
て
発
注
す
る
こ
と
に
よ
り
費
用
が
抑

え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
コ
ス
ト

削
減
の
効
果
に
つ
い
て
は
年
度
末
に
検

証
し
て
い
く
。
事
務
量
の
減
少
を
考
慮

し
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
施
設
管
理
に
係

る
人
件
費
が
大
幅
に
減
額
と
な
り
、
導

入
前
と
比
較
す
る
と
、
初
年
度
は
６
％

程
度
の
削
減
効
果
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
見
込
ん
で
い
る
。
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予 算 要 望 内 容

　９月 30日、つくばみらい市議会では、小田川市長に令和８年度予算編成・施策について、
下記の内容の要望書を手渡し、要望活動を行いました。
　なお、この要望書は、各常任委員会ごとに委員長が取りまとめ作成したものです。

令和 8 年度令和 8 年度    予算編成に対する要望予算編成に対する要望

（総務常任委員会）

１　市民協働における多文化共生と国際交流
の推進

２　消防団及び自主防災組織を生かした防災
減災対策の強化

３　ふるさと納税や税外収入の強化

４　専門職を含む職員の適正な人員配置と人
材育成の強化

５　交通安全対策の推進と防犯対策の強化

６　市の魅力を発信する広報等の推進

７　投票所の増設と投票率向上の推進

８　効率的な行財政改革の推進

（教育民生常任委員会）

１　地域のスポーツ振興の強化

２　ケアラー・ヤングケアラーへの支援の充実

３　学校教育改革と教職員の働き方改革の推進

４　充実した教育環境の整備と安全な通学路
の整備

５　福祉・医療・介護の充実

６　保育・子育て支援の充実

７　障がい者の自立とバリアフリー化の推進

８　文化・芸術の振興

（経済常任委員会）

１　地域通貨による地域経済の活性化の推進

２　地域公共交通施策の推進

３　スマートＩＣ周辺の地域振興と観光施策
の推進及び渋滞の緩和

４　持続可能な水道事業及び雨水排水対策の
推進

５　農業施策の推進と生産物のブランド化・
スマート農業への支援及び商工業者への
振興支援

６　空き家・空き地対策及び利活用の推進

７　幹線道路・生活道路の整備促進及び市街
化区域の環境整備

８　温暖化対策の推進及び再生可能エネル
ギーの利用促進

正副議長と４常任委員長が市長に要望
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中中学生学生ののみなさんみなさんがが  議会議会  をを見学 !!見学 !!

　小絹中学校（会沢校長）３年生のみなさんが、議会の一般質問を傍聴しました。
　感想文をお寄せ頂きましたので、その一部をご紹介します。
　なお、つくばみらい市議会では、子どもたちに親しみやすい議会づくりに取り組んでおり、
その一環として小中学校単位での本会議見学を受け入れております。
　今後も、市民にとってより一層身近で親しみやすい市議会を目指してまいります。

小絹中学校　3 年 1 組

木
き

村
むら

 歩
ほ

希
まれ

 さん
小絹中学校　3 年 2 組　

木
き

村
むら

 恋
れん

果
か

 さん

定例会を傍聴して 議会を見学して分かったこと
　夏休み中に行われた義務教育フォーラムに参
加し、「よりよいつくばみらい市にするために」
というテーマで話し合いました。その中で「今
のつくばみらい市の良いところ」を出し合った
時に、「お米がおいしい」というのが出ました。
温暖化が進み、お米についての問題がある中で、
定例会の傍聴で問題に関する一般質問やそれに
対する答えを聞くことができてよかったです。
　今日は貴重な経験をさせていただきありがと
うございました。

　議会を初めて見学して、私が家族や友達と話
していたことが議会に提案されていて、市民の
意見が本当に反映されているのだと分かりまし
た。そして、私たちがいつも使っている学校に
ついての提案やつくばエクスプレスについての
提案があって、自分に身近なことが議会で話さ
れていてすごいなと思いました。
　議会を見学して、これからは政治に興味を
持って公民の勉強をしたり、ニュースを見てい
きたいと思いました。大人になったら政治に参
加できる立場になるので、そのときは自分の意
見をちゃんと言えるようにしたいです。

小絹中学校３年２組のみなさん小絹中学校３年１組のみなさん
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日 月 火 水 木 金 土
11/23 24 25 26 27 28 29
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令和７年　第４回定例会

※日程等については、変更になる場合があります。なお、会期日程は、
議会運営委員会（通常は開会日の７日前に開催）で協議され、定例会
初日の本会議で決定されますので、事前に議会事務局までお問い合わ
せください。

◆ 会議録の公開について ◆
会議の会議録は、市ホームページ、議会事務
局でご覧いただけます。なお、最新の会議録
の公開開始は、各定例会終了から
概ね３か月後となります。

◆ 本会議ライブ配信・録画配信 ◆
本会議の模様をインターネットを通して、ご
自宅・外出先等から YouTube のライブ映像
をご視聴できます。
また、つくばみらい市議会では、「市民に身近な、
開かれた議会」を目指し、ホームページより
録画の配信を行っています。それ
ぞれの映像の掲載期間は１年とな
ります。どうぞ、ご視聴ください。

◆ 議会ＴＶ放映中 ◆
議会開会中、伊奈庁舎、谷和原庁舎及びみら
い平市民センターのロビーに設置してあるテ
レビで、本会議の様子を生中継しています。
どうぞ、ご視聴ください。

◆ 音声による議会だより ◆
ホームページでは音声による議会だよりの配
信を行っています。音声は、ボランティア団
体『朗読グループかたくり』のご協力で音声
訳を作成しています。
また、社会福祉協議会を窓口に目の不自由な
方々を対象に、無料で CD の貸し
出しをしています。ぜひ、お聴き
ください。

ご意見ご感想をお寄せください！
「議会だより」についてのご意見・ご
感想をお寄せください。今後の本誌編
集の参考にさせていただきます。また、
議会についてのご意見等ありましたら
併せてお聞かせください。 みらいりんぞう®
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